


水中には実に様々な生物が生きています。下の図はその代表的なもののスケッチです。名前を覚えてあげましょう！












































	顕微鏡　スケッチ①
	顕微鏡　スケッチ②


「ミドリムシは植物？それとも動物？」
　ミドリムシは、体長が10 分の１mm にも満たない
小さな生物です。べん毛とよばれる毛を使って盛んに
水中を泳ぎ回りますが、体は緑色をしています。
さて、ミドリムシは動物？それとも植物？
　ミドリムシは、動物とも植物とも分けにくい生物です。
緑色をしているので植物の仲間と分けられることが多
いのですが、ミドリムシの仲間には緑色をしていない
ものもいます。それらは、ものを食べて生きているの
で動物的です。実は、単細胞生物の中には植物・動物
の区別が難しい生物がいます。ミドリムシの仲間は「鞭毛藻」というグループに入りますが、このグループは鞭毛で動き回る一方、日光で養分を作り出すこともできて、まるで植物のような生き方をしています。また、ゾウリムシの仲間の「ミドリゾウリムシ」は、体内に藻類（クロレラ）を取り込んでいて、クロレラが作った養分を利用しています。それでは、なぜミドリムシは動き回るのでしょう？動き回れた方が生きていくのに都合が良いのです。そのわけを考えてみましょう。

　なぜ動きまわれた方が良いのでしょうか？

自分の考え



他の人の考えを聞いて
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